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2014年度各賞候補者募集中
応募締切：11月30日（土）必着

詳しくは，ニュース誌９月号または
学会ホームページをご覧下さい．

表紙紹介

アメリカ合衆国・ユタ州北東部のウインタ山地（Uinta
Mountains）北側に位置するシープクリークキャニオンの大露
頭．写真左側（南側）の赤色岩層は先カンブリア界（中～新原
生界）Uinta Mountain Groupの砂岩と頁岩，写真右側（北側）
のほぼ直立（一部逆転）した地層は石炭系（ミシシッピアン）
Madison Limestone．両層の境界はほぼ垂直な断層とされてい
るが（Sprinkel et al., 2000），写真では崖錐堆積物に覆われてよ
くわからない．
シープクリークキャニオンには先カンブリア界から三畳系ま

での地層が断層と不整合によって断続して分布している
（Sprinkel et al., 2000）．その良好な露出と雄大な景観から，米
国森林局（U.S. Forest Service；USFS）によってSheep Creek
Canyon Geological Areaとして指定・整備されている．地域内
には舗装された周回道路（USFS Road 218）があり，シーニッ
クドライブを楽しみながら地層を層序的に観察できる．Roadside
Geology of Utah（Chronic, 1990）で詳しく紹介されていないた
めか知名度はあまり高くないが，ユタ北東部やワイオミング南
部を訪れる機会があればぜひ立ち寄ってほしいところである．

文　献
Chronic, H., 1990, Roadside Geology of Utah. Mountain Press,
Missoula, 325p.

Sprinkel, D. A. et al., 2000, Geologic Road Guide to Sheep Creek
Canyon Geological Area, Northeastern Utah. In Anderson,
P. B. and Sprinkel, D. A., eds, Geologic Road, Trail, and
Lake Guides to Utah's Parks and Monuments. Utah Geol.
Assoc. Publ. 29.

シープクリークキャニオン（Sheep Creek Canyon）

写真・文：星　博幸（愛知教育大学）

第５回惑星地球フォトコンテスト
応募締切：2014年１月31日（金）

まもなく応募受付開始です！
http://www.photo.geosociety.jp
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メール：nakagr00@pref.mie.jp（中川良平）

－地層単元・集水域単元調査法とVOCs・油

類・放射能などの汚染を対象に－

地層単元・集水域単元調査法で正しい科学

的調査ができる地質汚染診断士を養成する研

修会です．土壌汚染対策法だけに通用する国

家資格（一般的な汚染調査・不動産鑑定など

に伴う地質汚染調査は対象外）である土壌汚

染技術管理者とは異なり，本来の地質汚染を

解決するための技術者を養成するので，科学

的な手法を身につけることができます．

また，NPO日本地質汚染審査機構では，

定款第５条に地層液流動化診断士資格認証事

業を追加し，監督官庁である千葉県に申請し

認証されました．そして，その認証事業が法

務局に事業登記し認められました．したがっ

て，当非営利法人日本地質汚染審査機構は，

公的に地層液流動化診断士の資格認証を行う

ことが可能になりました．

なお，すでに昨年から地層液流動化診断士

資格認証試験は２度行われ，25名の地層液流

動化診断士を世におくりだしています．

また，本研修会は地質汚染診断士の資格試

験の受験権利だけでなく，この資格は，地層

液流動化診断士を含めて下記の総合資格の必

要条件となる構想を構築中です．

つまり，地域住民の立場にたつ地質汚染・

地盤沈下・液流動化・放射能汚染・斜面崩

壊・活断層・津波・土石流（火砕流を含

む）・爆発性地下空気に関わる総合宅地理学

診断士（当然理学的対策を含む）をともなう

land doctoerの養成を企画しております．そ

の総合資格取得の際にも必要条件となるもの

です．

主催：NPO法人日本地質汚染審査機構

共催：日本地質学会環境地質部会　ほか

日時：2013年11月22日（金）～24日（日）

会場：NPO法人日本地質汚染審査機構本部

ミーテング・ルーム（千葉市花見川区幕張

本郷５丁目24-１）

参加費：会員（地質学会員・社会地質学会員

を含む）39,000円（学生：35,000円）

非会員 45,000円（非会員学生：40,000円）

昼食代は含む：

定員：15名（定員になり次第締め切ります）

申込締切：11月15日（金）

申込先：NPO法人日本地質汚染審査機構

〒262-0033 千葉市花見川区幕張本郷５丁

目24-１ローズハイツ１号

第24回地質汚染調査
浄化技術研修会

シンポジウムの概要

2009年，新第三紀－第四紀境界が変更され，

ジェラシアン期が第四紀に含まれることが国

際的に定められた．この時期を境に気候変動

が大きくなり，氷期と間氷期が繰り返される

ようになった．三重県には新第三紀から第四

紀にかけて堆積した東海層群の地層が広く分

布している．近年，三重県立博物館を中心に

東海層群にかかわる総合調査が行われ，多く

の成果が得られてきた．

本シンポジウムでは，調査の結果明らかに

なった地質・微化石・大型化石等の研究成果

を報告するとともに，これにもとづく総合討

論を実施し，新第三紀－第四紀の環境変動に

ついての理解を深める．

日程：平成25年11月10日（日）13：00－16：

30

場所：三重県総合博物館 レクチャールーム

http://www.pref.mie.lg.jp/SHINHAKU/HP/

交通手段：津駅（JR及び近鉄）から徒歩25

分，バス５分

参加費：無料

主催：三重県

共催：日本地質学会，日本第四紀学会

プログラム案（敬省略）各発表15分，総合討

論30分

１．東海層群の地質

・堆積相－田中里志（京都教育大学）・居川

信之（エイト日本技術開発）

・古地磁気層序－星　博幸（愛知教育大学）

・広域テフラ－田村糸子（明治大学）

２．鮮新・更新世の生物と古環境

・珪藻化石－宇佐美徹（愛知県立杏和高校）

・淡水生貝化石－松岡敬二（豊橋市自然史博

物館）

・花粉化石－齊藤　毅（名城大学）

・大型植物化石－百原　新（千葉大学）

・昆虫化石－森　勇一（金城学院大学）

・爬虫類化石－平山　廉（早稲田大学）

・哺乳動物化石－樽野博幸（大阪市立自然史

博物館）

総合討論

連絡先：三重県津市上浜町６丁目一身田上津

部田地内

三重県総合博物館内

電話：059-228-2283（代表）

公開シンポジウム：新第三紀の
終焉と第四紀の始まり－東海層群
から読み解く気候変動－

ご案内

本会以外の学会およ

び研究会・委員会か

らのご案内を掲載し

ます．

Tel：043-213-8507 Fax：043-213-8508

E-mail：office@npo-geopol.or.jp

URL：http://www.npo-geopol.or.jp

サイエンスキャンプは、先進的な研究テー

マに取り組んでいる日本各地の大学，公的研

究機関等を会場として，第一線で活躍する研

究者・技術者から本格的な講義・実験・実習

が受けることができる，高校生のための科学

技術体験合宿プログラムです．

また，意欲の高い方に対しては，３泊４日

以上の探究・深化型プログラム「サイエンス

キャンプＤＸ」を実施します．

開催日：2013年12月21日～2014年１月８日の

期間中の２泊３日～３泊４日

対象：高等学校，中等教育学校後期課程（４

～６学年）または高等専門学校（１～３学

年）

会場：大学、公的研究機関等（11会場）

定員：受け入れ会場ごとに12～20名（計184

名）

参加費：2000円（食費の一部に充当．自宅と

会場間の往復交通費は自己負担）

応募締切：2013年11月８日（金）必着

主催：独立行政法人 科学技術振興機構

共催：受入実施機関

応募方法：Webより募集要項・参加申込書を

入手し，必要事項を記入の上事務局宛送付

http://www.jst.go.jp/cpse/sciencecamp/

camp/

スマートフォンサイト：

http://www.jst.go.jp/cpse/sciencecamp/

camp/sp/

応募・問い合わせ先：サイエンスキャンプ本

部事務局

（公財）日本科学技術振興財団 人財育成

部内

TEL：03-3212-2454 FAX：03-3212-0014

E-mail：camp-boshu25@jsf.or.jp

アジア恐竜協会（理事長：董　枝民

【Dong, Zhiming】中国科学院古脊椎動物古

人類研究所教授）では，福井県立恐竜博物館，

福井県立大学恐竜学研究所と共催で，

「 International Symposium on Asian

Dinosaurs」を開催します．

日程および会場：

2014年３月21日～22日（福井県立大学）

個人講演，ポスターセッション

2014年３月23日（福井県立恐竜博物館）

普及講演

恐竜国際シンポジウム講演募集

「ウインター・サイエンス
キャンプ'13-'14」参加者募集
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各賞・
研究助成

日本地質学会に寄せられ

た候補者の推薦依頼をご

案内いたします．推薦ご

希望の方は，執行理事会

までお申し込み下さい．

援助の趣旨

１）萌芽的・独創的研究

２）新規研究グループで実施される研究

３）学際性，国際性の観点からみて優れた研

究

４）国際協力研究

援助対象期間

2014年９月～2016年３月の研究

受付期間

募集開始：2013年10月１日

申込期限：2014年２月28日

推薦方法　学会推薦

※学会推薦（推薦件数３件）となりますので，

推薦希望の方は，2014年１月31日（金）ま

でに学会事務局まで必要書類をそろえて，

お申し出下さい

申請者資格

１．当該研究を独立して実施し得る者でなけ

ればなりません．すなわち，当該研究者は

代表研究者であることを必要とし，単に研

究グループの研究費集めの一端を担う者で

あってはなりません．

２．身分，経歴，年齢等は問いません．但し，

日本の研究機関に所属する研究者であるこ

とが必要です．

問い合わせ先

公益財団法人　山田科学振興財団

〒544-8666 大阪市生野区巽西１丁目８番

１号

電話　大阪（06）6758-3745（代表）

http://www.yamadazaidan.jp

山田科学振興財団
2014年度研究援助候補推薦

個人講演のセッションのKeynote speaker

として，Philip Currie博士（カナダ・アル

バータ大学教授），Pascal Godefroit博士（ベ

ルギー王立自然科学博物館），D a v i d

Varrichio博士（アメリカ・モンタナ州立大

学准教授），P. Martin Sander博士（ドイ

ツ・ボン大学）ほかを予定しています．

個人講演，ポスター発表を募集しています

（アブストラクト締切：2014年１月31日）．

詳細については，アジア恐竜協会ホームペー

ジをご参照ください．順次新しい情報を提供

していきます．

http://www.dinosaur.pref.fukui.jp/ADA/）

連絡先：アジア恐竜協会事務局

<ada@dinosaur.pref.fukui.jp>

日本アルプスの大規模地すべり：第四紀地形

学・地質学の視点から

日時：2013年12月７日（土）10：00－16：50

場所：信州大学理学部C棟２階大会議室（松

本市旭３-１-１）

参加費および事前申し込み不要

・「日本アルプスの大規模地すべり－最新の

知見」苅谷愛彦

・「北アルプスの地質と隆起運動」原山　智

・「北アルプスに分布する地すべり地形を対

象とした空中写真判読の手法」佐藤　剛

・「日本アルプスにおける大規模地すべりの

分布と地形・地質との関係」齋藤　仁

・「地表面露出年代法を用いた大規模地すべ

りの発生年代の決定」松四雄騎

・「地表面露出年代測定と現地観測による大

規模地すべりの先駆的斜面変形プロセスの

解明」西井稜子

・「地すべりが山地生態系の発達に果たす役

割」高岡貞夫

・「地すべり地形に侵食される氷河地形」岩

田修二

・「氷河・周氷河プロセスに関連した大規模

地すべり」池田　敦

・「ヒマラヤの大規模地すべりと地表面露出

年代法の諸問題」朝日克彦

・「リモートセンシングやGISによる地生態

学研究とその山岳地への応用」佐藤　浩

・総合討論

内容に関するお問い合わせ：苅谷愛彦

（kariya@isc.senshu-u.ac.jp）

会場等に関するお問い合わせ：信州大学山岳

信州大学山岳科学総合研究所
シンポジウム

科学総合研究所

http://ims.shinshu-u.ac.jp/documents/

2013/event2013.html#131207

「アカデミックから身近な地質情報へ」

趣旨：地質調査総合センター（GSJ）では，

社会及び国民の皆様に地質情報をより便利に

使っていただくための研究を進めています．

これらの整備・発信の主目的は，資源・環

境・防災・国土計画での有効利用や，新規ビ

ジネス・イノベーションへの発展に資するこ

とです．今後はより皆様の生活の場で知って

使っていただくことを期待し，本シンポジウ

ムを開催します．

日時：2013年11月30日（土）13:00～18:00

場所：AP東京八重洲通り11F（東京都中央

区京橋１丁目10番７号 KPP八重洲ビル11-13

階）

主催：産業技術総合研究所地質調査総合セン

ター

参加費：無料（事前登録をお願いします）

プログラム：

13:00-13:05「シンポジウムの趣旨」佃栄吉

（産総研）

13:05-13:20「産総研の地質情報整備」牧野雅

彦（産総研）

13:20-13:50「地質図とは何か」斎藤眞（産総

研）

13:50-14:20「ウェブからの地質情報発信」吉

川敏之（産総研）

14:30-15:00「地質図Navi」内藤一樹（産総研）

15:00-15:30「オンライン辞典のメタデータ：

GEOLIS」菅原義明（産総研）

15:30-16:30 デモタイム（地質模型，地質図

Navi，地質地盤図，液状化）

16:30-17:00「防災用途の事例」山本直孝（産

総研）

17:00-17:30「地質情報を住まい選びに生かす」

中川寛子（株式会社東京情報堂）

17:30-18:00 総合質疑，終演あいさつ　渡部

芳夫（産総研）

詳細及び参加登録はこちらから，

https://www.gsj.jp/researches/gsj-symposium/

sympo22/

本シンポジウムはCPD単位の対象となって

おります．

https://www.gsj.jp/researches/gsj-symposium/

sympo22/sympo22-cpd.html

第22回地質調査
総合センターシンポジウム
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頂くこともあります．また，研究活動に支障

のない範囲で管理運営業務にも従事して頂き

ます．

研究環境：

採用者には自立した研究スペースと文部科学

省「テニュアトラック普及・定着事業」によ

るスタートアップ研究費として1,500万円

（平成26年度と27年度の合計の上限です．交

付される事業費により変わります．）と学長

裁量研究費（３年次以降）が提供され，エ

フォート率60％の研究時間がテニュアトラッ

ク期間にわたり保証されます．

テニュア審査：

採用者は採用後５年目前半にテニュア審査が

行われ，合格者は６年目から専任教員として

採用されます．テニュア審査は研究，教育，

運営上の活動実績に基づいて行います．具体

的な審査基準は採用面接時に説明します．

着任予定時期：平成26年４月１日

提出書類

１）履歴書（書式は自由，写真を貼付し，

メールアドレスを明記のこと）２）業績目録

（査読付き原著論文・総説，その他の論文・

総説，単行本などに分ける）３）主要論文５

編の別刷またはコピー　各１部４）これまで

の研究経過と研究成果の概要（約2000字）５）

着任後の研究計画（約2000字）６）教育実績

の概要と教育についての抱負（約2000字）７）

科学研究費などの競争的資金の獲得状況

応募締切：平成25年11月15日（金）（必着）

応募書類送付先・問い合わせ先

〒390-8621 松本市旭３-１-１

信州大学理学部物質循環学科

学科長　朴　虎東

Tel & Fax：0263-37-2490

E-mail：pparkhd@shinshu-u.ac.jp

http://www.shinshu-u.ac.jp/faculty/

science/recruit/

１．職種・人員：講師または助教〔任期な

静岡大学大学院理学研究科
地球科学専攻教員公募

訃　報

次の方々が逝去されました．謹んで哀悼の意を表します．

名誉会員 垣見俊弘（７月１日） 正会員 佐々木辰雄（６月24日）
奈須紀幸（10月３日） 小池一之（８月23日）

関戸信次（９月５日）
的場保望（９月18日）

教官公募等の求人ニュース原

稿につきましては，採用結果

をお知らせいただけますよう

お願い致します．

公募

募集人員：助教（テニュア・トラック）１名

所属：理学部物質循環学科地球システム研究

分野

雇用上の条件：勤務形態：常勤，テニュアト

ラックの期間：５年間，待遇：国立大学法人

信州大学の規定による

専門分野：地球表層圏における物質循環研究

自然環境は，個々の生命を単位とする生態シ

ステムと，これを取り巻く物理・化学的法則

が支配的な地球システムとから成り，それら

の間には密接な相互作用があります．物質循

環学科では「地球システム研究分野」と「生

態システム研究分野」において，「物質の循

環」を共通のキーワードとして教育と研究に

取り組んでいます．本公募では，地球システ

ム研究分野で地球表層圏における物質循環研

究とそれに関する教育を担当できる方を募集

します．

応募資格：

地球システム研究分野の地球表層圏における

物質循環に関する研究の実績を有し，外部資

金の獲得，社会活動，国際的活動に対しても

意欲的に取り組んでいただける方を求めま

す．博士の学位を取得されている方で，年齢

は30代前半までが望ましい．また，ポスドク

経験があることが望まれます．

担当業務：

理学部物質循環学科に所属し，上記分野にお

ける研究のほか，大学院総合工学系研究科山

岳地域環境科学専攻（博士後期課程），大学

院理工学研究 科地球生物圏科学専攻（修士

課程）及び学部（物質循環学科）関連の教育

と研究指導を担当して頂きます．なお，松本

キャンパスにおいて共通教育科目を担当して

信州大学理学部物質循環学科
公募

し〕・１名

２．専門分野：地球科学（本専攻の構成員と

共同研究できる分野）

３．応募資格：

１）博士の学位を有する（博士号取得後10年

以内の方が望ましい），もしくは本年度中

に取得見込みの方

２）専門教育，共通教育において，地球科学

の講義，実験，実習，演習等を担当できる

能力を有し，また学生の教育研究指導に熱

意のある方

４．着任時期：平成26年４月１日以降のでき

るだけ早い時期

５．応募書類：

１）履歴書（研究に関連した受賞歴，外部資

金の獲得状況，および専門分野を表すキー

ワードを３つを含む）

２）これまでの研究・教育活動（2000字程度）

３）研究業績目録 A）査読のある論文およ

び総説（欧文，和文を分ける） B）その他

の論文および総説（欧文，和文を分ける）

C）著書 D）その他審査の参考になる事項

（任意）

４）主要論文の別刷り（５編以内）およびそ

れらの論文概要（日本語各200字程度）

５）本学に赴任した場合の今後の研究・教育

の計画と抱負（2000字程度）

６）応募者について意見を伺える方２名の氏

名および連絡先

6．応募締切：平成25年11月22日（金）必着

書類の送付先および問合せ先：

〒422-8529 静岡市駿河区大谷836 

静岡大学大学院理学研究科地球科学専攻

専攻長 塚越 哲

電話：054-238-4800 FAX：054-238-0491 

e-mail：satukag@ipc.shizuoka.ac.jp 

http://www.sci.shizuoka.ac.jp/̃geo/geo.html 

公募結果

北海道教育大学釧路校地学分野教員の公

募結果

松原尚志　釧路校地学分野教員：准教授

（10日１日着任）
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質学者の魅力的な研究対象となり得るのだと

つくづく納得させられた．全体に好露頭が少

なく，説明の裏付けがはっきりしなかった．

日本のメランジュ露頭にもっと誇りを持って

よいと感じた．

私にとっては，久しぶりの米国地質学会
であった．学会全体としては，William R.

Dickinson氏やEldridge M. Moores氏，

David Scholl氏，W.G.Ernst氏， Cathy J.

Busby氏，Roland von Huene氏，Lauren A.

Raymond氏，Tanya Atwater氏やイタリア

のAndrea G. Pini氏，フランスのJacques

Charvet氏など日本になじみがあり，長く活

躍した研究者が相変わらず元気だったことや

砕屑性ジルコンによる最新の研究がテレーン

テクトニクスとリンクされて議論されている

ことなどが印象に残った．また，メランジュ

の研究では，日本やイタリアからの研究者が

堆積岩やその組織，構造などに着目し，現世

の海溝などからのデータで議論していたのに

対し，アメリカ西海岸の研究にそのような視

点が欠けていたように感じた．さらに，中国

ウーハンの大学に移動したTimothy Kusky

氏が連れてきた中国人学生やソウル国立大

Jung Haemyeong氏の韓国人学生も元気で

しっかり質問をし，対応する講演者も若手の

質問に丁寧に答えていたのも印象的であっ

た．日本からの参加者は，小川勇二郎氏・前

川寛和氏・辻森　樹氏・岡本和明氏とその学

生の増山雄也氏であった．海外の学会では，

普段お話をしない日本の研究者と色々な話がで

きて，とても楽しい時を過ごした．また，主催

者のJohn Wakabayashi氏をはじめ，David

H. Shimabukuro氏，Aaron Yoshinobu氏，

Teraence T. Kato 氏など日系人が多く活躍

していて，とても親しみを感じた．また，先

2013年５月20－23日の日程で，アメリカ地

質学会コルディレラ部会会合が，カリフォル

ニア州中部の都市フレズノで開催された．ア

メリカ地質学会は今年で125周年を迎え，こ

のコルディレラ部会会合もその記念大会の一

環として開催された．参加者は，約600名で，

大盛会であった．本会合のプログラムと要旨

は，以下のURLでダウンロードが可能であ

る．http://www.geosociety.org/sections/

cord/2013mtg/

コルディレラ部会は，アメリカ地質学会
の中でも，野外地質学がいまだに活発で，野

外の研究を元にしたテクトニクスの議論が活

発に交わされていた．その柱となっているの

が，フランシスカンコンプレックスを中心と

した収束境界のテクトニクスである．これは，

以下に示した４つの連続するセッションで構

成されている．T１過去と現在の収束縁辺に

おける層序と構造記録を作り出した造構過

程，T２メランジュ：環太平洋，テチス，現

世海洋の比較，T３太平洋型収束縁辺部にお

ける海洋岩石過程，T４オフィオライトと縫

合帯．このほかには，太平洋と北米のプレー

ト境界の復元について，様々な角度から議論

された．また，地形学・第四紀地質学・水文

地質学・環境地質学・古生態学・鉱物学・深

成岩岩石学・火山学・堆積学・地質図・地質

教育など様々な分野の議論も，口頭発表とポ

スター発表でなされた．

筆者は，先に述べた本大会の中核セッショ

ン群を中心に参加した．この中核セッション

群の中心にいたのが，John Wakabayashi氏

で，最初の発表で，フランシスカンメラン

ジュを堆積性と規定した．この考え方は，西

海岸の人たちには，一般的になっているよう

で，最終日のJohn Platt氏のポスターでも同

様の観点が強調されていた．オフィオライト

について言えば，前弧オフィオライトが好ま

れる傾向にある．前川寛和氏の伊豆―マリア

ナ弧の蛇紋岩ダイアピルの話には好意的な反

応が多かった．砕屑性ジルコン関連の発表で

は横ずれ断層で動くテレーンとの対応を議論

したものと，河川の流路の変化と後背地の変

化を議論したものなど，バラエティに富んだ

内容であった．

次に巡検について述べる．筆者は，プレ
巡検とポスト巡検に参加した．プレ巡検では，

Saleeby夫妻が案内したカリフォルニア南部

のオフィオライトと堆積盆の発達史の巡検

で，フレズノから南に向かい，白亜紀の山麓

緩斜面の紹介から始まり，シエラネバダ深成

岩体，Kaweah蛇紋岩メランジュなどを見て，

最後にKern Gorge断層とその前縁に広がる

礫岩層（中新世）を観察した．この巡検は，

地形を丁寧に見せてくれるので，必然的に風

景観察が主体になり，露頭の代わりに，駐車

場や公園に置いてある岩石（転石）での説明

が多かった．歩く距離は短くて楽であるが，

若干物足りなさが残った．

ポスト巡検は，John Wakabayashi氏によ

るフランシスカンメランジュの巡検であっ

た．１日目は，フレズノから２時間かけて最

初の露頭（Panoche峠）の藍閃石変成相のメ

ランジュに到着した．続いて，カリフォルニ

ア州立大学のキャンパスでCoast Rangeオ

フィオライトとグレートバレー層群を，Eli

Cerritto採石場でメガスラストをそれぞれ観

察して一日目を終了した．二日目は，

Tiburon半島のRing山において，藍閃石片岩

やエクロジャイトを含む蛇紋岩メランジュを

見たのち，Golden Gate Bridge北側のRodeo

Coveにて，海洋プレート層序（OPS）の露

頭を観察した．John Wakabayashiはさすが

に丁寧に露頭を見せてくれたが，フレズノか

らサンフランシスコが遠いので，巡検のス

トップが少なかったのは残念であった．印象

に残ったのは，藍閃石片岩相に変成した塊状

砂岩の所々にjadeiteを含むクラストや蛇紋岩

のクラストがコロコロ入っていることであっ

た．深部の低温高圧型の変成岩が陸上に露出

し削剥され，さらにもう一度低温高圧型の変

成作用を受けるダイナミックさは，やはり地

学協会・研究会報告

アメリカ地質学会コルディレラ部会会合への参加報告
～アメリカ西海岸の野外地質学の香り～

脇田浩二（山口大学大学院理工学研究科） 写真１：会議とポスト巡検のリーダー J.

Wakabayashi氏

写真３　リング山のエクロジャイト塊にて写真２：プレ巡検のリーダー　Saleeby夫妻



コロナ社の『地学のガイド』は，何十年も

前にずいぶんお世話になった．千葉県や神奈

川県など，『地学のガイド』を見ながら

フィールドを歩いた．本書はそのガイドシ

リーズのひとつである．本の大きさ，写真の

小ささ，地図の詳しさなど，懐かしい思いが

する．宮崎地質研究会のメンバーがコツコツ

と集めたデータが本書には詰まっている．努

力のたまものである．

本書の大きな特色は最後の５章の中学校別

露頭リスト（中学校校区別一覧表）にある．

宮崎県の各中学校の学校区やその隣接地域に

ある代表的な数か所の露頭が取り上げられて

いる．各中学校の先生が，学校近くで生徒に

地層や岩石を見せて，それを説明できるよう

にという宮崎地質研究会の親心である．それ

もばらばらの露頭ではなく，同じ地層が面的

に広がって存在していることを強調してい

る．ただし，ふたつ問題点がある．生徒たち

はたとえ，学校近くの露頭を構成している地

層を理解したとしても，教科書に出ている地

層との違いから，何が問題になっているかを

自分で考えなければならない．もうひとつは，

おそらく出版社との協議の結果と思われるの

だが，カラーは一つもなく，説明図もほとん

どないということである．４章の火山ガイド

などは，文章だけで火山の噴出物をすべて記

載してあるので，それから火山の歴史を組み

立てなければならない．本書片手にフィール

ドを歩いているだけでは，十分に理解するこ

とはむずかしい．各中学校の先生は，宮崎地

質研究会のメンバーとまず一緒に歩いて，十

紹　介

宮崎県の地質フィールドガイド

宮崎地質研究会（編集）

コロナ社　2013年７月発行　181ページ，

ISBN-10：4339066265，定価　1900円＋税

分に理解してから，生徒たちを露頭につれて

いってほしいと思う．

２章の地区別フィールドガイドが本書の主

な内容であり，１章で宮崎県の地質概説すな

わち大地の成り立ちを，３章で秩父帯や四万

十帯などの地層の説明を，４章で宮崎県の火

山の説明をしている．できるだけ難しい言葉

を使わずにわかりやすく説明しようとしてい

る．読んでいくと，宮崎県の地質はわかりや

すいように感じる．それでも，エンタブラッ

チャ，タフィサイト，タフォニ，オリストス

トローム，コールドロン，ベースサージなど，

難しいカタカナことばが出てくる．コラムな

どで説明してもらえばよかったなあと思う．

宮崎県には足立富男さんの著書『写真で見

る宮崎県の地学ガイド』がある．こちらは美

しい写真がいっぱいで，カラーの地質図もあ

る．編集方針の違いも多々あろうが，本書と

両方をもちながら，フィールドを歩いたらど

うだろか．

私の持っている古い地学ガイドはボロボロ

である．本書も多くの人に愛され，利用され

ることを心から願う．

文献：足立富男2010年『写真で見る宮崎県の

地学ガイド』宮日文化情報センター

（矢島道子）

もう１つ感動したトピックは，グアテマ
ラ人のCarlos Fernandezさんの存在である．

かつて政情不安定だったグアテマラからアメ

リカに渡り仕事をしていたが，前職をクビに

なり大学で地質学を学ぶことを決意した大学

４年生（62歳）である．これから大学院へ行

き，研究を深めて，政情が安定したグアテマ

ラに戻り地質学の研究と教育を行いたいと語

るキラキラしたその眼は“若い”学生そのも

のであった．「まさに人生はこれからだ」と

思わされた出会いであった．

本大会は連合大会と同時期での開催だった

に紹介したようにフランスからJacques

Charvet，イタリアからAndrea G. Pini氏，

そしてAndrea Festa氏の参加もあり，真に

国際的で大変盛り上がった．

開催されたフレズノであるが，中部カリ
フォルニアの中核都市であるが，長引く不景

気のせいでダウンタウンは閑散としていて，

レストランも店も活気がなく，街中を歩く楽

しみがあまりなかったのが残念である．巡検

のランチの時に訪れたサンフランシスコの

ショッピングモールとの格差には，愕然とさ

せられた．

せいもあるが，日本からの参加者が少なくて

残念であった．今年は，10月27－30日にアメ

リカ地質学会の125周年の記念大会がデン

バーである．GSA100周年のデンバー大会に

参加した記憶から，きっと大きな大会になる

と想像できるので，多くの研究者・学生に参

加してもらいたい．興味のある方は，次のサ

イトをご覧ください．http://community.

geosociety.org/2013AnnualMeeting/Home/

なお，同学会の様子が，本誌12ページ院生

コーナーでも紹介されています（増山雄也

氏：埼玉大）．
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日本地質学会とロンドン地質学会の
学術交流協定締結に関して

この度，日本地質学会とロンドン地質学会は学術交流協定を
締結しました．以下に，その全文を掲載いたします．また，日
本地質学会の石渡　明会長とロンドン地質学会のDav id
Shilston会長によって署名された協定書のコピーを示します．
この協定が締結される契機となったのは，昨年（2012年）８

月にオーストラリアのブリスベーンで開催された第34回万国地
質学会中に，ロンドン地質学会の4名（Edmund Nickless事務
局長，Nic Bilham企画・渉外担当事務官， Angharad Hills女
史［編集担当］，Alan Lord国際交流担当理事）と日本地質学会
の３名（石渡　明会長，サイモン・ウォリス副会長，保柳康一
執行理事）との会談です．この会談では，両学会間で学術面で
の交流・協力を活発化させることで意見が一致し，その後の
メールでの意見交換を行い，このような学術協定を締結するに
至りました．その手始めとして，来年，鹿児島で開催される日
本地質学会第121年学術大会では，両学会の共同で，津波堆積
物に関する国際シンポジウムを開催する予定です．
日英交流400年に当たる2013年に本協定が締結されたことは

慶ばしい限りです．これを契機として，両地質学会の交流が深
まり，さまざまな学術交流が行われ
ることが期待されます．
本協定の締結に際しては，サイモ

ン・ウォリス副会長に御尽力いただ
きました．記して謝意を表します．

（井龍康文：国際交流担当理事）

日本地質学会－ロンドン地質学会学術交流協定（全文）

Agreement for Academic Cooperation and Exchange
Between

The Geological Society of Japan
and

The Geological Society of London

Article 1. This Agreement outlines the principles for
establishing cooperation between the Geological Society of
Japan and the Geological Society of London.

Article 2. The Geological Society of Japan and the Geological
Society of London agree to promote academic cooperation
between both societies through the following means.
（1）Mutual invitations to participate in scientific seminars,

regular meetings and field trips
（2）Joint organization of seminars and academic meetings
（3）Joint or collaborative research activities and publications
（4）Exchange of academic and educational materials and

other information
（5）Promoting other academic and education cooperation in

the geo-sciences as mutually agreed

Article 3. Implementation of any of the types of cooperation

mentioned in Article 2 may be restricted depending upon the
availability of resources and financial support. The Societies
will endeavour to obtain funding from third parties to
support collaboration. The execution of this agreement will
not cause any financial obligation to either Society.

Article 4. This agreement is valid for a period of five years
from the date of signing by the representatives of both
Societies. This Agreement may be renewed after being
reviewed and re-negotiated by both Societies. Either Society
may terminate this agreement by giving one month’s prior
notice in writing.

（Signature） （Signature）
A. ISHIWATARI D. T. SHILSTON
President President
Geological Society of Japan Geological Society of London

Date:  8 August 2013 Date:  8 August 2013

海外の学術団体との協力・交流活動をご紹介します
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日本地質学会の創立は1893年であるが，地質学雑誌の第１巻
は翌1894年に出版された．同年，志賀重昂

しげたか

の「日本風景論」が
出版され，1902年までに14版を重ねるベストセラーになった．
また内村鑑三の「地理学考」も同年に出版され，1897年には
「地人論」と改題，再版された．ここでは，明治の颯爽

さっそう

たる骨
太の気風に満ちたこれらの地理・地学普及書について，ウェブ
版よりもやや簡略に紹介する．（※本稿ウェブ版は，学会HP
〈http://www.geosociety.jp/faq/content0466.html#06〉でご覧
いただけます．）

「日本風景論」は，その冒頭の「江山洵美是吾郷」を主題と
し，日本の風景が諸外国に比べ優れていることを地理学，地質
学，気象学，生物学的な根拠を援用しながら力説したものであ
る．日本の風景の優れた点を「瀟洒

しょうしゃ

」，「美」，「跌宕
てっとう

」に大別し，
それぞれの例として「鈴虫声は咽ぶ萩花の路，風は清し宮城野
外の秋」（瀟洒），「桃山の落花，乱点して紅雨の如く，地に布
きて錦繍に似る」（美），「天 長

とこしえ

に繊雲なく，富士の高峰，武蔵
野の地平線上に突兀す」（跌宕）などを挙げている．「日本には
気候，海流の多変多様なる事」，「日本には水蒸気の多量なる事」，
「日本には火山岩の多々なる事」，「日本には流水の侵食激烈な
る事」の各章に分け，付録として「登山の気風を興作すべし」
の章を設けて詳しく解説している．面白いのは，登山に持参す
る米は１日１人６合という記述で，これはちょっと多すぎると
思う．私が若い頃の地質調査では４合で足りた．宮澤賢治の
「雨ニモマケズ」にも「一日ニ玄米四合」とある．また，1893
年６月の福島県吾妻山噴火の調査中に殉職した理学士，三浦宋
次郎と西山惣吉の追悼文の掲載は特筆される．
文庫本には内村鑑三による批評が掲載されている．彼は，

「日本は美なり，園芸的に美なり，公園的に美なり，然れど吾
人をして他州に譲る所あらしめよ」，「人を高むるの美，即ち自
己以上に昇らしむるの美は，吾人はこれを万国に求めざるべか
らず」と，国外には日本以上の風景の美があることを強調して
いる．なお，内村と志賀は札幌農学校の先輩と後輩の関係にあ
る（卒業は３年違い）．
一方，地学雑誌第６巻（71号649-651頁，1894）には

（巨智部忠承）の批評が掲載された．「詞壇雄将の令名虚しから
ず」と賛辞を述べる一方で，地学的景観の記述の不足を指摘し
た．地質学雑誌第２巻（17号190-193頁，1895）には小川琢治
の批評がある．日清戦争で多くの犠牲者が出た年に，日本風景
論は「独り超然として」，「別天地の観を具え」，「万緑草中紅一
点なるもの」であったと述べ，「此書の着想の奇，行文の快，
実に日本の山水其物と相並て奇絶快絶なり」と絶賛する一方で，
「火山の外形とその内部の構造及び変遷の歴史」や水成岩の景
観の記述不足を指摘し，「一種の進化せる名所図会として更に
進歩を促すことなくして畢

おわ

らんも」などと，科学的視点が薄弱
な本書を手厳しく批判している（確かに，地理書なのに地図が
１つもない）．しかし，この小川の批評文はその後に出版され
た本書の巻頭に印刷され，これは志賀重昴の虚心な人柄を示す
とされる（近藤信行，1995；文庫本解説）．
本書には剽窃（無断引用）が多いとの批判もあるが（例えば

米地文夫，1999；総合政策，１（４），477-488，2004；同誌，
５（２），349-367など），近藤は「借用文献をいちいち明記し
なかったのは，重昴のおおざっぱな性格によるのかもしれな
い」，「日本の風景にたいし集約をしめした点では画期的であっ
た．それを外国文献の剽窃とよんで，あたかも鬼の首をとった
かのような言説を吐くのは，明治の啓蒙時代にたいする認識が

崝南

ないからである」と述べている．
一方，「地人論」は，日本人を「世界の民」にすることを目

的に，政治，経済，歴史，文学の基礎としての地理学の重要性
を解き，「地名の暗誦，山川方向の暗記は記憶力発達のために
あらずしてその内に至大なる功用と深遠なる真理の存すればな
り，真理を恋い慕う誠意を以てすれば地理学は一種の愛歌なり，
山水を以て画かれたる哲学なり，造物主の手に成れる預言書な
り」というキリスト教的な目的論の観点から書かれている．ま
ず世界の国を山国（スイスなど），平原国（ロシアなど），海国
（イギリスなど）に分け，その長短得失を述べた後，大陸配列
の「摂理」（神の意思）を説く．それは北極を中心に，３つの
方向に大陸が並ぶというもので，（１）南北アメリカ，（２）欧
州・アフリカ，（３）アジア・オーストラリアであり，それぞ
れ北の国が南の大陸を開拓するようにデザイン（意匠）されて
いるという．次いでアジア論（中央アジアの高地で最初の文明
が生まれた），欧州論，アメリカ論（この順に文明が伝わった）
があり，東洋論（インド・中国），日本の地理とその天職に話
が及ぶ．日本の天職とは，「パミール高原の東西に於て正反対
の方向に向ひ分離流出せし両文明は，太平洋中に於て相会し，
二者の配合に因りて胚胎せし新文明は，我（日本）より出でて
再び東西両洋に普

あまね

からんとす」ということで，「さし出る此
この

日
の本のひかりよりこま（高麗）もろこし（唐）も春をしるらむ」
という本居宣長の歌を引用している．掲載された多数の地図を
示しながら面白い考察を行い，最後に南半球の三大陸について，
「豪（オーストラリア）は亜（アジア），特に東亜の付属国たる
の位置に居るが如し，然れども歴史は全く地理学上の指示に反
し，今や南洋の全体は欧人の版図として存す」と嘆き，本書の
最後を「沈思，万国図に対する時，吾人をして神命の重きを感
ぜしめよ」という言葉で結んでいる．本書については，ギョー
（A.H. Guyot，平頂海山にその名が残る）の1849年の「地人論」
（講演録）を祖述しただけという評価もあったが，辻田右左男
（1977，奈良大紀要６）は両書を読み比べ，「名前は同じでも内

明治時代の地学普及書を読む：「日本風景論」と「地人論」

石渡　明（東北大学東北アジア研究センター）

「日本風景論」志賀重昴著，近藤信
行校訂，
日本風景論：岩波文庫青112 -1，
1995年, 395ページ，770円，ISBN4-
00-331121-3 C0125.

「地人論」内村鑑三著
地人論：岩波文庫33-119-0，2011年
第３刷，216ページ，660円，ISBN4-
00-331190-6 C0125
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容的にはかなり異質的である」と述べている．
「地人論」は非常に強引な論調だが，論理構成の美しさと一

貫性が際立っている．論文というのはこうやって書くのだ，と
いう1つの見本だと思う．それに対して「日本風景論」は行き

当たりばったりの書き方で話があちこちへ飛び，やたら羅列が
多いが，これがベストセラーになった．これらの書物は本学会
の出発点を示す信号灯である．地質学会では５年後に125周年
記念事業を予定しており，拙文がその嚆矢となれば幸いである．

三畳紀の巨大隕石落下の証拠が日本で見つかったという報告が，Nature Communications （2013/9/16版）
に掲載され，報道でも大きな話題となりました．この研究を進めてきた佐藤峰南会員と尾上哲治会員には，昨
年の小藤賞，尾上会員には2005年の研究奨励賞と今年の小澤儀明賞が地質学会より授与されており，これま
で学会として応援してきた研究が大きな成果を挙げたことを喜ばしく思います．今回，この研究を中心となっ
て進めてこられた佐藤会員に，研究のきっかけやこれまでの経緯を紹介していただきました． （広報委員会）

げられました．「大丈夫か，頑張れるか」という問いに，私は
「はい」と答えるほかありませんでした．しかし，学部時代に
化学実験すら受講していなかった私は，本当に大丈夫なのだろ
うかと不安でしょうがなかったです．その後，共同研究がス
タートし，とりあえず私はひたすら粉末サンプルを作成しはじ
めました．チャートの風化していないきれいな面を岩石カッ
ターで切り出し，メノウ乳鉢でゴマ粒ほどの大きさに粉砕しま
す．そのあと，脈などをピンセットでひとつひとつ丁寧に取り
除き，粉砕用ボールミルにサンプルを投入するまでにはかなり
の時間を要します．チャートは硬く，何度もメノウ乳鉢を投げ
捨てたい衝動にかられました．全27サンプルを作り終えたのは
作り始めてからどれくらいの期間が過ぎた頃でしょうか，その
日は朝２時を過ぎたあたりで，一人実験室でテンションがあが
り，小さな瓶に詰められたふわふわのサンプルを並べて，写真
を撮ったのを覚えています（図２）．露頭でのサンプル採取か
らはじめたこの粉末サンプルたちは，この時から愛着が湧き，
手放せないものになりました．

大事なサンプルたちを抱えて，夏休みに３週間ほどの間，海

「日本からみつかった巨大隕石衝突の証拠」発表までの道のり

佐藤峰南（九州大学大学院理学府　博士課程２年）

図１　オスミウムの同位体分析により隕石衝突の証拠が発見された

粘土岩の写真．図中の番号はオスミウム同位体分析に用いたサンプ

ル番号．岐阜県坂祝町．

三畳紀層状チャートの露頭で有名な岐阜県坂祝
さかほぎ

町の木曽川河
床では，隕石衝突により堆積した粘土岩が観察されます（図１）．
2013年９月16日，この粘土岩についてオスミウム同位体分析を
行った著者らの研究成果がNature Communications誌に掲載さ
れました（Sato et al., 2013）．本稿では，多くのメディアに取
り上げていただきましたこの研究のきっかけや経緯につきまし
て，自身の経験談を中心にご紹介させていただきます．なお詳
しい研究の内容は，プレスリリース資料（http://www.sci.
kumamoto-u.ac.jp/̃onoue/press.pdf）に掲載してあります．

研究が始動したのは2009年春，私が研究室に配属されてから
はじめての調査でした．「三畳紀後期は複数の隕石衝突が起き
た時代」というキーワードのもと，研究対象は三畳紀後期の遠
洋性堆積物である美濃帯犬山の層状チャートに決まりました．
最初は先行研究による放散虫化石年代に基づき，あてもなくひ
たすら三畳紀後期のチャートに挟まれる頁岩を単層ごとに採取
していきました．４年生になったばかりの私は，これが卒論の
テーマということで，大きな賭けをする気持ちでした．

持ち帰ったサンプルを粉末にし，大きさ数10ミクロンの磁性
鉱物を１つずつ拾い出す作業がしばらく続いたあと，SEMを
用いて反射電子像を撮影していきました．このとき，真球状の
宇宙塵とは明らかに異なる多角形の粒子が大量に含まれている
サンプルがあることに気づきました．EDXで元素の定性分析
を行うと，Niのピークがあらわれました．これは，白亜紀/古
第三紀境界から報告されている隕石衝突起源粒子と同じ粒子を
発見した瞬間です（佐藤・尾上，2010）．その後は，薄片作成，
スフェルールの回収にはじまり，白金族元素の定量分析，オス
ミウム同位体分析など，私にとっては全く未知の「分析」とい
う研究がはじまっていきました．なんとしても隕石衝突を証明
したいと，その一心でした．

修士２年の地球惑星科学連合大会期間中，オスミウム同位体
分析による隕石衝突の証拠解明を行うため，海洋研究開発機構
地球内部ダイナミクス領域（IFREE）の鈴木勝彦主任研究員お
よび野崎達生研究員と共同研究のお話をさせていただきまし
た．当時指導教員であった尾上哲治准教授（当時鹿児島大学助
教）と４人でテーブルに座り，面接のようなやりとりが繰り広
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洋研究開発機構IFREEに設置されているマルチコレクター誘導
結合プラズマ質量分析装置（MC-ICP-MS）での分析が始まり
ました．オスミウムの含有量は極微量なうえ，酸化されると揮
発するというやっかいな性質をもつため，分析までの試料作成
はこれでもかというくらい注意をはらって行わなければなりま
せんでした．初日は手の指と肩が筋肉痛になりましたが，野崎
さんは前処理を丁寧かつ的確に指導してくださいました．あと
から考えると，もう絶対にやりたくない（その後も２回分析さ
せていただくことになったのですが…もちろんデータが必要な
ためですが，意外とやみつきになるものです）と思うのですが，
その時は必死で，今自分がしている作業はどういう意味がある
のかを逐一確認して頭に詰め込むことで精一杯で，どきどきし
ながらの毎日でした．
肝心の隕石衝突層準と思われるサンプルは，最後に測定が行

われました．結果が出てくるまでは，不安で分析装置の前から
片時も離れることはできません．オスミウム同位体分析の最後
のデータが出たとき，これまで分析に関することを１から教え
て下さった野崎さんとガッツポーズして喜んだことを今でもよ
く覚えています．ハイタッチまでしたかもしれません．隕石衝
突を証明した瞬間でした．今回発表された論文で強調した「隕
石衝突の絶対的な証明」として行ったオスミウム同位体分析の
成功です．

首都大学東京では，海老原充教授の研究室でICP-MS分析装
置をお借りし，白井直樹助教のご指導のもと白金族元素の定量
分析が行われました．博士１年になった夏のことです．当たり
前ですが，実験室は非常にクリーンな状態が保たれており，窓
を開けることはできません．真夏の実験室で毎日立ちくらみを
起こしながら，ご飯も食べずに実験に打ち込む日々でした．前
処理が終わっていよいよ測定日となったとき，夜通し機器を止
めずに測定することに決めた白井先生と私は，今度はクーラー
で管理された寒い空間で24時間戦うことになりました．
その日，夜遅くなって，海老原先生がコーヒーをいれてくだ

さり，「少しあたたまったらどうですか」と声をかけて下さい
ました．交代で研究室に戻ると，そこには何も言わずにお寿司
のお弁当が置いてありました．慣れない環境とはじめての分析
で気づかないうちに疲れがたまっていた私は，その優しさに一
人号泣してしまいました．本当に私は人に恵まれてここまでこ
られたのだとつくづく思います．

分析をしている間はとにかく必死でしたが，そのあとに待っ
ているのはもちろん論文執筆です．はじめての国際誌というこ
とで，分からないことばかりでした．投稿規定を把握するだけ
でも，ものすごい時間を要しました．海洋研究開発機構の方々

の後押しにより，Nature Geoscienceに投稿するという恐ろし
い事態に直面しましたが，投稿からわずか４日でリジェクトの
通知が届きました．その後は，次の投稿に向けて原稿を修正し，
Nature Communicationsへリベンジです．編集者から「査読に
まわした」と連絡がくるまで，私の睡眠時間は4時間をきって
いました．夜中になると，イギリスの時間が気になり，メール
の更新ボタンを何度も押してしまっていました．約１ヶ月後に
３人の査読者からコメントが届いてからは，また怒濤の日々の
始まりです．再分析のため粉末サンプルを作り直し，もう一度
野外調査に行き，海洋研究開発機構でオスミウム同位体分析を
行いました．そして，それを論文に加筆し，査読者のコメント
に答える…私の脳みそは毎日沸騰しっぱなしで，お風呂に入る
と明らかに抜け毛が多くぎょっとしました．このようにつらい
ことばかりだったように思われますが，共著者の方々は，私の
目茶苦茶な英語に丁寧にコメントを下さり，なぜその書き方が
だめなのか，レクチャーしていただくことさえありました．私
はこの論文が少しずつ前に進むたび，本当にこのメンバーで研
究できて幸せだなと感じていました．なんだか，ファミリーの
ような気持ちになっていたのです．

２度目のレスポンスを提出してから約３週間後，編集者から
論文受理のメールが届きました．なかなかメールを開けず，挙
動不審になっていた私を，研究室にいた後輩は何も言わず見
守っていてくれました．声が震えながら尾上先生に電話をする
と，だめだったのか…という反応でしたが，私が内容を伝える
と，おそらく電話の向こうで拳を突き上げていたのではないか
というくらい絶叫していました．査読者の１人は，最初はかた
くなに出版を拒んでいましたが，受理が決まったとき，「私の
挑発的な問いに負けず，よく頑張った．これはこの雑誌に掲載
されるに値する」というコメントをつけてくださいました．ま
たしても号泣です．喜んだのもつかの間，出版にあたり細かな
修正やプレスリリースの準備に追われながらも，だんだんと実
感が湧いてきました．文部科学省で行った記者会見は緊張で震
えましたが，たくさんのメディアに取り上げていただき本当に
嬉しかったです．そして何より，雑誌のホームページに論文が
掲載された画面をみたときは，なんとも言い表せないほど嬉し
い気持ちになりました．

地質学を通して，２億1500万年前に起きた隕石衝突による残
骸が，今自分の手の中にあるという実感を得られたことは，と
ても幸せなことだと思います．そして，分析の結果をみて，な
ぜそうなったのかと，もう一度露頭に行き観察する，その繰り
返しが，とても難しく，そしてとても楽しいです．

運の強さと素敵な指導教員，今まで出会ったすべての共同研
究者の方々に恵まれ，今回このような結果を残すことができま
した．そして，論文を執筆するにあたり，頼りない筆頭著者に
ご助言・ご指導いただき支え続けてくださった共著者の皆様に
心から感謝いたします．

文献
佐藤峰南・尾上哲治，2010，中部日本，美濃帯の上部トリアス
系チャートから発見したNiに富むスピネル粒子．地質雑，
116，575-578．
Sato, H., Onoue, T., Nozaki, T. and Suzuki, K., 2013, Osmium
isotope evidence for a large Late Triassic impact event.
Nature Communications, 4, 2455, doi:10.1038/ncomms3455.
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図２　オスミウム同位体分析に用いた粉末試料．NH52-R2のサンプ

ルは，隕石衝突により形成された球状粒子（スフェルール）を含む．

p08_TOPIC.qxd  2013.10.22  1:09 PM  ページ10
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2013年６月８日～９日，日本地質学会西日本支部第164回例
会を長崎県島原市平成町の雲仙岳災害記念館「がまだすドーム」
で開催した．今回の例会は通常の口頭およびポスター発表に加
え，長崎県地学会，福岡大学国際火山噴火史情報研究所との共
催でシンポジウム「長岡信治：海から山，火山でのフィールド
ワーク」も実施した．故長岡会員（1958～2011）の業績は長崎
大学教育学部から今春刊行された1004ページ（980＋16＋口絵
８）の大著「長岡信治遺稿集」で概要が示されており，本シン
ポジウムは追悼集会にあたる．２日間で口頭発表８件，ポス

☆西日本支部
報告

第164回例会およびシンポジウム
「長岡信治：海から山，火山でのフィールドワーク」

報告

支部コーナー

ター発表８件，シンポジウム16件に対して，南は鹿児島から北
は東北まで，計65名の参加があり盛会であった．
火山学の専門家はもとより（写真１），大学院学生による口

頭発表や，学校教育・社会教育関係者からジオパーク解説員・
自治体・議会関係者・中学生にわたる幅広い階層の参加は特筆
される（写真２）．講演会場や島原半島世界ジオパーク情報ス
ペースをお借りしてのポスター会場は勿論のこと，初日の宿泊
先である雲仙スカイホテルでも活発な議論が断続的に行われ
た．本例会の開催にあたり，島原半島ジオパーク事務局の皆様
のご理解とご協力にお礼を申しあげる次第である．プログラム
および講演要旨は福岡大学国際火山噴火史情報研究所のウェブ
ページ
http://www.acrifis-ehai.fukuoka-u.ac.jp/EHI/wp-content/
uploads/2013/05/82ec8335990fe235dd40ff7c2347cacd2.pdf
からダウンロードできる．

（鮎沢　潤）

写真１　講演のひとこま（６月８日雲仙岳災害記念館） 写真２　質疑応答の風景

地質学雑誌では図版を廃止しました

地質学雑誌編集委員会委員長　山路　敦

地質学雑誌を含め，かつては学術誌の印刷の品質が低かったため，重要な証拠写真は図版として本文とは違う光沢紙に印刷
し，論文の末尾に添付するのが普通でした．このほど地質学雑誌では，図版を廃止することになったことをお知らせします．
廃止の理由は，まず，地質学雑誌でも全ページにコート紙を用いるようになり，紙質と印刷の品質において，図版と本文と

のあいだで差がなくなったことが挙げられます．また，図版にはページ番号が振っていないので，図版があるとページ数の見
積もりや出版費の計算などの事務が繁雑になります．さらにまた，図書館を通じて論文の複写依頼をする際，ページ番号がな
いことが落とし穴になって，図版部分が欠如したコピーが送られて来るというような事もおこっています．地質学雑誌で図版
を含む論文は，最近は年に１編程度であり，図版がなくても１ページ大の写真は掲載できるので，廃止による不都合はないと
判断したわけです．
図版の廃止を趣旨とした「地質学雑誌投稿編集出版規則」改正案は，本年９月の理事会で承認されました（地質学雑誌10月

号巻末参照）．今後も地質学雑誌への投稿をお願いします．
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米国地質学会コルディレラ部会年会（2013年５月20日から５
月22日）及び地質見学旅行（2013年５月23-24日）に参加した．
３日間のテクニカルセッションと地質見学旅行に参加した．こ
れはその体験記である．

セッション：コルディレラ部会は創立125周年を迎える米国地
質学会の地域部会の一つで米国西岸，アラスカ・ハワイ，カナ
ダ西岸，メキシコ西岸の広い地域を対象とし，「Local geology,
Global connections.」をテーマとしている．そのため講演は北
米西部のコルディレラ山系の話題
を主軸とし，類似した世界的な研
究内容に及ぶ．私は，埼玉大学，
岡本和明先生に伴われ，この学会
に参加した．日本地質学会年会の
定番セッションに相当するものは
なく，全てが特別セッションの構
成だった（全部で14セッション）．
私は自分の研究に関係する「T１.
Tectonic Processes that Build
the Stratigraphic and Structural
Record of Ancient and Modern
Convergent Margin」，「T２.
Melange」，「 T３ . Oceanic
petrogenesis of Pacific-Type
Convergent Margins」，「T４.
Ophiolites and Suture Zone」，そ
して「T6. Using Detrital Zircon
Age Reassemble the Cordilleran
Jigsaw Puzzle」の５つのセッ
ションで口頭発表を聴講し，それ
ぞれのセッションのポスター発表
を順番に聞いた．T２とT３セッ
ションの世話人はそれぞれ小川勇
二郎先生と辻森樹先生の日本人で
あった．北米だけでなく欧州
（仏・伊・トルコ），アジア（日・
中・台・韓），中米からの参加者
も目立ち，地域部会の年会に関わ
らず非常に国際的であった．
初日のT１セッションはカリフォルニア州立大フレズノ校の

John Wakabayashi先生（日系三世）の口頭発表から始まった．
沈み込み付加体中の高圧変成岩を伴うメランジュについて，20
分という発表時間の間に出来る限りの内容を詰め込んでおり，
表情や体を大きく使い，満席のなか先生の研究に対する熱意が
伝わってきた．小川先生，前川寛和先生，脇田浩二先生，岡本
先生，辻森先生など，日本の先生方も一連のセッションのなか
で口頭発表し，会場を盛り上げた．休憩時間には各国の研究者
が互いの意見を交換し合い，和気藹々と和やかな雰囲気が感じ
られた．多くの発表のスライドやポスターに日本人の論文の引
用が目立ち，日本の造山帯地質学が世界に与えている影響の大

きさを実感した．
ポスター会場は十分に広く，ポスターのサイズも大きいもの

だった．私と同年代の学生が堂々と発表しており，私もこのよ
うな学会で自分の研究成果を発表してみたいという気持ちが湧
き起こった．

地質見学旅行：３日間の学会の後，フランシスカン帯の巡検
に参加した（参加者約50人）．１泊２日の行程で５つの露頭を
見学した．私は巡検世話人のWakabayashi先生が運転する10人
乗りの大型バンに乗った．車内では各国の研究者が常に議論を
繰り広げていた．Wakabayashi先生は前を見ずに運転する時が
度々あり，何度かヒヤヒヤしていたが，彼の研究に対する情熱
を垣間見た．
１つ目の露頭はダイアブロ山脈のパノチェ峠にあった．ここ

ではヒスイ輝石やローソン石を含む変成砂岩や青色片岩と高変
成度岩を含む蛇紋岩メランジュを観察した．変成砂中には外来
性の蛇紋岩や角閃岩岩片が含まれ，堆積性であることは自明で
あった．青色片岩はこれまで日本で見てきたものと異なり，濃

い藍色をしていた．この露頭では
1960年代にこの峠の地質図を論文
発表したスタンフォード大学の
W. G. Ernst先生の説明もあった．
２つ目は，州立大イーストベイ校
学内にあり，ジュラ・白亜系沈み
込み帯上盤相当の海岸山脈オフィ
オライトの超苦鉄質岩とそれに貫
入する島弧火山岩を見学した．３
つ目は，ヘイワード丘陵にて，青
色片岩相の変成砂岩と，葡萄石パ
ンペリ石相の頁岩と砂岩がマト
リックスのメランジェのメガスラ
スト境界を見た．ここで私は，岩
石を間近で見るために崖を登る際
に，あるご年配の教授を助けたと
ころ，いたく気に入られてしまい，
少し危ない目に遭いかけた（どの
ような危険性かはご想像にお任せ
する…）．
初日はオークランド市街の高級

ホテルに宿泊し，ホテル外の中華
料理で夕食を済ませて戻るとすぐ
に寝入ってしまった．２日目最初
の見学地はティブロン半島リング
山で，私が最も楽しみにしていた
エクロジャイトが見られる露頭で
あった．綺麗な緑色を呈するオン
ファス輝石とザクロ石を含むエク

ロジャイトを見ることができた．保護区のため岩石採取はでき
なかったが，草原の丘を登るとサンフランシスコ湾の対岸にサ
ンフランシスコ市街が一望でき，景色は抜群であった．一度は
訪れる価値のある場所であろう（写真１）．最後の露頭はゴー
ルデンゲートブリッジ北の西側に位置するロデオビーチで，砂
浜を歩いて層状チャートと緑色岩からなるメランジュを観察し
た（写真２）．どの露頭も興味深く，出来れば多くの標本を持
ち帰って薄片観察をしてみたかった．巡検中，英語力が十分で
ない私に積極的に話しかけてくださる方もいて，英語で研究の
話をする楽しさも感じることができた．また素晴らしいカリ
フォルニアの景色に感嘆し，学問を探求する情熱というのは万
国共通であることを実感した．

院生コーナー

増山雄也（埼玉大学教育学部理科専修）

米国地質学会コルディレラ部会年会に参加して

写真１（上）青色片岩岩塊の上で日本人の先生方らとのグ

ループショット．左から脇田先生，増山（私），岡本先生，

辻森先生，フローレスさん，小川先生．写真２（下）ロデ

オビーチの層状チャート・緑色岩メランジュの露頭での集

合写真．
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を今後の研究に生かしてゆきたい．同様な学会に参加できる機
会があれば，積極的に参加し，次の機会までには自分もポス
ター発表できるよう頑張って行きたいと思う．

なお，脇田浩二会員による同学会の報告が，本誌５ページに
掲載されています．

院生コーナー
感想：今回約１週間の米国滞在で，自分の意見を主張すること
の大切さを実感した．特に同年代の学生のポスター発表で，ど
の人に対しても自分の意見を，自信を持って英語で話している
のを見て，すごいと思うと同時に歯がゆさを感じた．年齢や地
位にかかわらず，気後れすることなく相手と正対できることは
日本にいるだけではなかなかできないだろう．また，私は英語
によるコミュニケーション能力にも課題があることも痛感し
た．英語で話しかけられると緊張して言葉が出て来なかった．
言葉を交わせず，意思疎通ができないことは辛い．加えて，地
質学等について勉強不足である．学会の休憩時間に先生方が議
論されている時に，様々な単語が頭の上を行きかい，自分自身
が議論の中で中州に取り残されてしまっている状況が度々あっ
た．理解できないことはとても悔しいものである．今後，私は
この二点について日々研鑽に努めて行くとともに，今回の経験

常時投稿をお待ちしています．院生コーナーの編集は現在以下の
４名でおこなっています．原稿はe-mailでいただければ幸いです．
13nd403y@mcs.ibaraki.ac.jp 菅谷真奈美（茨城大）
gsc421511@s.okayama-u.ac.jp 湯川弘一（岡山大）
12ND404L@mcs.ibaraki.ac.jp 細井　淳（茨城大）
3SC12024G@s.kyushu-u.ac.jp 佐藤峰南（九州大）
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一般社団法人日本地質学会運営規則により，次年分の会費を前納下さいますようお願いいたします．2014年４月～2015年３月の会費額は
下記の通りです．

１．自動引落を登録されている方の 引き落とし日は12月24日（火）です．
2014年度分会費の引き落とし日は12月24日です．請求書ならびに引き落とし通知の発行は省略させていただきますのでご了承下さい．これ

より以前に不足額がある場合には加算され，余剰金がある場合はその分を減額して引き落としとなります．通帳には金額とともに「チシツカ
イヒ」あるいは「フリカエ」，「SMBC」などと表示されますので，必ずご確認下さい．

２．自動引き落としをご利用下さい．
新たに会費の引き落としをご希望の方は，巻末の振替依頼書を11月８日（金）までに事務局までお送り下さい．また，すでに引き落
とし手続きが完了している方で，学部学生割引と院生割引会費の適用を希望される学部生，院生（研究生）の方は11月13日（水）まで
に学部学生割引会費・院生割引会費申請書をご提出下さい．期日までにご提出いただけない場合は，正会員の会費で引き落としがかか
ります．ご了解下さい．

３．上記以外の方（お振り込み）
12月中旬頃までに請求書兼郵便振替用紙をお送りいたします．折り返しご送金くださいますようお願いいたします．

一般社団法人日本地質学会　会計委員会

一般社団法人日本地質学会運営規則
第２章　第７条（会　費）
学会は会費の年額（４月１日～翌年３月末日）を次のように定め，

会員は当該年度の初日までにこれを支払うこととする．入会の際には
当該年度の年額を支払うこととする．
（1）正会員：12,000円

ただし，大学学部ならびに大学院に在籍するものは，毎年度ご
とに所定の申請書を提出した場合，それぞれ学部学生割引と院
生割引を適用し，年会費を5,000円ならびに8,000円とする．こ
れらに準じる身分の学生についても同様の扱いとする．

（2）賛助会員：１口25,000円，２口以上
ただし，諸般の事情により理事会が認める場合は，１口とする
ことができる．

２　会費の変更は，理事会の議決により，総会の承認を得なければな

らない．
３　会員は，上記に定める会費を当該会計年度の前に一括納入しなけ
ればならない．ただし，やむを得ぬ理由により理事会が認める場
合は，分納もしくは減免することができる．

４　会費を滞納した会員については次の処置をとる．
（1）滞納期間が６ヶ月以上となった場合には，地質学雑誌等の会誌

の送付を停止する．
（2）滞納会費が納入された場合には，送付を停止した地質学雑誌等

の会誌の送付を再開する．ただし，会誌の在庫の関係で送付が
できないことがある．

（3）地質学雑誌への投稿，講演会での講演を制限することがある．
（4）会費を当該年度中に支払わなかった会員は，正当な理由がない

と理事会が判断したときは会員の資格を喪失し除籍となる．

2014年度の会費払込について

会員資格 2014年４月～2015年３月分会費

※学部に在籍している学生の方，定収のない大学院生（研究生）の方で，それぞれ所定の書式で申請をされた方にのみ割引会
費を適用します．なお，2013年度までの学部学生割引・院生割引会費についての申請は終了しておりますので，2014年度会費
にのみ適用となります．

正会員 12,000円

〃　（院生割引）※　要申請 8,000円

〃　（学部学生割引）※　要申請 5,000円
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を強化し，より一層の喚起をすることにし

た．「野外調査において心がけたいこと」

（2008.10.7理事会）を案内書に掲載する．

・優秀ポスター賞の審査方法を簡略化してほ

しいという声が行事委員会であり，方法を

検討した．仙台大会では，審査員は優秀と

考えられる５件を順位をつけて選ぶことに

する．それを各賞選考委員長が統合して受

賞ポスターを決める．

７．資源エネルギー庁廃棄物対策室より放射

性廃棄物の地層処分技術WG（仮称）委員

の推薦依頼

地層処分の安全性・技術的信頼性につい

て専門家による客観的な検証・評価が必要

であるため，資源エネルギー庁廃棄物対策

室が放射性廃棄物の地層処分技術WG（仮

称）を設置する．地質学会を含めて８学会

に技術委員の推薦依頼があった．

検討の結果，渡部副会長を推薦すること

とした．

８．GSJ主催のG-EVERおよびCCOPに対す

る地質学会の対応に関して（井龍理事）

G-EVERより依頼の会長挨拶に石渡会長

が対応する．CCOPの技術セッションにお

ける地質学会の震災対応講演依頼は高木理

事が対応する．

９．原子力規制委員会に推薦した委員との情

報交換

学会から推薦された，敷地内破砕帯の現

地調査・評価等を行う有識者会合委員およ

び会員との情報交換の場として仙台大会最

終日に夜間小集会を開催する．

10．次回９月の理事会審議事項

・理事会メール審議の確認 ：全理事の承諾

確認

１）学術大会講演申込異議申し立てに関す

る処理機構規則の改正

２）選挙管理委員の選出

・地質学雑誌投稿編集規則の改定：プレート

の廃止について

・その他未定

Ⅱ　報告事項

（1）全体的報告

１．地質・地盤情報活用促進に関する法整備

推進協議会：地質地盤情報活用検討委員会

報告（斎藤常務）学会としても新しい仕組

みを活かしていく

２．地惑連合の環境災害対応委員会の災害担

当委員として横山俊治会員に代わって，新

しい委員を調整中．

３．理事会メール審議確認：全理事の承諾確

認

１）学術大会講演申込異議申し立てに関す

る処理機構規則の改正

２）選挙管理委員の選出

阿部なつ江（JAMSTEC），田口公則

（生命の星地球博），納谷友規（GSJ），

藤井幸泰（深田研），山口飛鳥（東大）

４．上町断層保存問題　　その後の経過報告

（高木理事）

一般社団法人日本地質学会の議事録を掲載

しています．

2013年度
第３回執行理事会議事録

期　日：2013年７月13日（土）13:00～17:00

場　所：地質学会事務局

出席者：石渡会長　渡部副会長　齋藤常務理

事　井龍　坂口　高木　内藤　中澤　保

柳　平田　星　松田　山路　山本，（事

務局）橋辺

欠席者（委任状提出，未記入議場委任）：

ウォリス副会長　伊藤　西（井龍） 山

口

＊定足数（12，委任状含む）に対し，出席者

14名，委任状４名，合計18名の出席.

＊前回議事録の確認

Ⅰ　審議事項

１．選挙立会人の選出　２名　巌谷敏光（GSJ），

高橋　聡（東大）会員が提案され，承認さ

れた．

２．ロンドン地質学会との学術交流協定書

（ウォリス副会長・石渡会長）

ロンドン地質学会との学術交流協定書が提

案され，理事会に諮ることとした．

これにあわせて日英400年をプレスリリー

スする．

３．電子出版書籍の販売方法に関して（坂口

理事）

・学会，ジオストアでパスワード保護PDF

を販売する．

・アマゾンジャパン社のキンドルブックスト

アにも販売委託する．

・著者への印税は10%程度とする．

・販売価格は書籍ごとに検討する．

４．地球惑星科学参照基準（案）に関するパ

ブリックコメント（石渡会長）

会長が取りまとめてパブリックコメントを

大学教育問題分科会西山委員長に提出す

る．

５．各県の岩石・鉱物（石渡会長）

・支部・部会をはじめ学会事業としてリスト

を作る．

６．仙台大会及び年会関係について（星理事）

・仙台大会からジオパークセッションは公開

レギュラーセッションとする．ジオパーク

支援委員会から要望のあった招待講演以外

の非会員発表の扱いについては継続審議と

する．

・巡検案内書における露頭位置情報について

行事委員会で問題提起があった．巡検案内

書は地質学雑誌の補遺として学術雑誌であ

るため，位置情報は必要である．露頭保護

５．「地質学者に聞いてみよう」 ２件あ

り．速やかに返答した．

（2）運営財政部会：総務委員会 （西・山本）

＜共催・後援依頼，他団体の募集等＞

１．蒲郡市生命の海科学館より地質学会の第

４回惑星地球フォトコンテスト入賞作品展

開催（９/28-11/４）の共催依頼を承諾

２．第39回リモートセンシングシンポジウム

（11/15）の協賛依頼，例年通り承諾

３．三重県環境・生活部新博物館整備推進プ

ロジェクトチームよりシンポジウム共催の

依頼

：新第三紀の終焉と第四紀の始まり―東海

層群から読み解く気候変動，11/10，三

重県総合博物館，承諾，表題変更（正副

の入れ替え）を提案する．

３．朝日新聞文化財団より朝日賞の推薦依頼

（〆切８/31，学会〆切８/９）→HP，geo-

flash，News誌に掲載

４．沖縄協会より，「第35回沖縄研究奨励賞」

の公募（７/15-９/30,学会〆切８/30）→

HP，geo-flash，News 掲載

５．東レ科学技術賞および東レ科学技術研究

助成の公募（10/10〆切，学会8/30，HP，

geo-flash，News誌に掲載

＜その他＞

１．第２回，学生のヒマラヤ野外実習ツアー

（吉田勝，在田一則，酒井哲弥）：３/６-20，

男性５名，女性２名参加，実施報告

（News５号に掲載），第３回募集概要

（2014/３実施予定）

２．東京大学海洋研究所より，東北海洋生態

系調査研究船「新青丸」（淡青丸の後継船

６月末竣工）による共同利用研究の公募，

10月より航海．

３．日本水環境学会：第22回市民セミナー

「身近な水環境池，沼，湖の保全を考える」

案内，８/22開催

４．挨拶状：土木学会（新会長；橋本鋼太

郎），無機マテリアル学会（新会長；片山

恵一），石油資源開発（株）（代表取締役社

長；渡辺　修），東レ科学振興会（新会

長；榊原定征）

＜会員＞

１．今月の入会者（97名）＜氏名は議事録添

付別紙＞

正（院割）会員（78名）：

正〔学部割〕会員（８名）：

２．今月の退会者（９名）

正会員（９名）宗田和希，中島正志，木野

雅史，渡邉沙織，須田　好，西田昴広，

玉利吉朗，鹿山　泰，石塚師志

３．今月の逝去者　（１名）

正会員：佐々木辰雄（2013年６月24日）

４．2013年６月末日会員数

賛助：26 名誉：69 正会員：3792（正会

員：3678，正（院割）会員：111，正（学

部割）会員：３　合計　3887（昨年比 －

119）

＜会計＞

学　会　記　事
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済州島）への招待状に対し，石渡会長と

ウォリス副会長が訪問することとなっ

た．

３）JpGUの新ジャーナルに関する報告（井龍

理事）Progress in Earth and Planetary

Scienceが立ち上がる．レビューと論説

で開始．

４）国際陸上科学掘削計画（ICDP）に関す

る報告（井龍理事）

（6）編集出版部会：地質学雑誌編集委員会

（山路）

１）編集状況報告（７月11日現在）．

・2013年度投稿論文　総数49編［論説24（和

文23 英文１）・総説２（和文２）・報告

４（和文４）・ノート１（和文１）・口絵

６（和文５，英文１）・巡検案内書12］

・査読中31編

・受理済み14編（うち通常号５　特集号９）

近年，投稿原稿数の面で特集号は地質学雑

誌にとって不可欠だが，最近は特集号の企

画が少ないので，仙台大会のシンポジウ

ム・トピックセッション世話人に委員長か

ら企画提案を促すことにした．

（7）編集出版部会：Island Arc編集委員会

（伊藤）

・編集状況ほか報告

特集号２号，一般原稿号２号が進行中．特

集号の新規提案３号．

（8）編集出版部会：企画出版委員会（山

・朝日新聞出版社のフィールドノート提供

は，想定部数１万分として，１部200円

（税込）に見合う仕様（サイズ同じ，表紙

カラーpp加工，紙質70kg（薄），64ページ

数）で作成することとした．利益極少，宣

伝効果に期待．

（3）広報部会：広報委員会（内藤・松田）

・行事委員会と仙台大会のプレスリリース準

備中．

・情報展の準備（地学オリンピック，フォト

コンテスト，ジオルジュでパネル５枚）．

（4）学術研究部会：行事委員会（星）

・仙台大会は発表予定数が約640件．札幌大

会に匹敵する発表申込数．現在プログラム

編成中．

・地質情報展（仙台市科学館）を準備中．

・巡検は申し込み受け付け中．

・そのほか企画も進行中．

・鹿児島大会（2014/09/13-15）委員長は小

林哲夫会員，事務局長は仲谷英夫会員，巡

検担当は井村隆介会員．

・巡検は９コースを行事委員会が承認．

・松本大会（2015）はLOCメンバーを調整

中．

・2014年の連合大会のプログラム委員は大坪

誠会員（正）と星　博幸理事（副）．

（5）学術研究部会：国際交流委員会（井龍）

１）ロンドン地質学会との交流協定調印　

２）大韓地質学会の年会（10月23日-25日，

口・保柳）

・電子出版物「地学を楽しく」の査読終了．

・富士山・青木ヶ原たんけんマップ，校閲開

始

（9）社会貢献部会（高木・平田・中澤・保

柳）

・５月開催の地質調査研修に６名の参加が

あった．次回は11月中旬開催で調整中．

（10）ジオパーク支援委員会（高木）

・仙台大会でレギュラーセッション化．

・国内ジオパーク10地域，世界ジオパーク候

補地４地域の審査．さらに，GGNによる

世界ジオパーク３地域の４年目の再審査が

進行中．

（11）地学オリンピック支援委員会（平田）

仙台大会の小さなサイエンティストの集い

および情報展にてポスター展示．

（12）震災復興事業プラン検討WG（高木・

西・藤本・斎藤）

2011年度採択の実施報告書がニュース誌に

１件投稿され，６件の報告は終了見込み．仙

台大会では2012年度採択のポスター報告があ

る予定．

2013年７月26日

一般社団法人日本地質学会執行理事会

会　長（代表理事） 石渡　明

署名人　執行理事　　斎藤　眞
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○第14回「こどものためのジオ・カ
ーニバル」
日本地質学会　後援

11月２日（土）～３日（日）10～16時（予定）

場所：大阪市立科学館

http://www.geoca.org/

○第67回日本人類学会大会・総会
11月１日（金）～４日（月・祝）

場所：国立科学博物館筑波研究施設ほか

http://anthropology.jp/activity/annual.html

○東海地震防災セミナー2013
11月7日(木)13:30－16:00

場所：静岡商工会議所静岡事務所5階ホール

連絡先：土　隆一

Tel.：054-238-3240 Fax：054-238-3241

○第16回日本水環境学会シンポジウム
11月9日（土）～11日（月）

場所：琉球大学千原キャンパス

http://www.jswe.or.jp/event/symposium/2

013/joinGuide.html

○公開シンポジウム：新第三紀の終
焉と第四紀の始まり－東海層群から
読み解く気候変動－
日本地質学会ほか　共催

11月10日（日）13:00～16:30

場所：三重県総合博物館レクチャールーム

http://www.geosociety.jp/outline/content00

96.html

○第39回リモートセンシングシンポ
ジウム
日本地質学会ほか　協賛

11月15日（金）

場所：東京農業大学世田谷キャンパス

http://www.sice.or.jp/̃rs/39rss/

★2013年度秋季地質調査研修
11月18日（月）～11月22日（金）４泊５日

場所：千葉県君津市及びその周辺地域（房総

半島中部域）

http://www.geosociety.jp/

★第２回地質研究サミットシリーズ
「伊豆衝突帯地質研究サミット」
日本地質学会関東支部　主催

11月23日（土）・24日（日）

場所：横浜国立大学・教育文化ホール

http://kanto.geosociety.jp/

2013.10～

地球科学分野に関する研究会，学会，国

際会議，などの開催日，会合名，開催学会，開

催場所をご案内致します．会員の皆様の情

報をお待ちしています．

★印は，日本地質学会行事．

2013年
月　October

○第２回G-EVER国際シンポジウム，
第１回IUGS・日本学術会議国際ワー
クショップ
アジア太平洋地域の災害とリスクマネジメント

日本地質学会　共催

10月19日（土）～20日（日）

場所：仙台市情報・産業プラザ　参加無料

http://g-ever.org/ja/symposium/symposium

2.html

○The 11th International Symposium
on Mitigation of Geo-Disasters in
Asia
10月22日（カトマンズ），24日（ポカラ）会議

10月23日，25日～28日巡検

場所：カトマンズ・ラディソンホテル及びポカ

ラ・バラヒホテル

http://hils.org.np/hils/mgda/2ndCircular.pdf

○山陰海岸ジオパーク国際学術会議
「城崎会議」
日本地質学会ほか　後援

10月26日（土）・27日（日）

場所：城崎温泉西村屋ホテル招月庭（兵庫県豊

岡市城崎町）

http://www.sanin-geo.jp/

月　November
○ International Biogeoscience
Conference 2013
11月１日（金）～４日（月・祝）

場所：名古屋大学

http://www.info.human.nagoya-u.ac.jp/̃sugi/

Site/Biogeoscience_Conference_2013.html

★関東支部「富士山巡検」
11月２日（土）～３日（日）

http://kanto.geosociety.jp/
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○第24回地質汚染調査浄化技術研修
会
日本地質学会環境地質部会ほか　共催

11月22日（金）～24日（日）

場所：日本地質汚染審査機構本部ミーテン

グ・ルーム

http：//www.npo-geopol.or.jp

○第29回ゼオライト研究発表会
日本地質学会　協賛

11月27日（水）～28日（木）

場所：東北大学片平さくらホール

http://www.jaz-online.org/index.html

月　December
○信州大学山岳科学総合研究所シン
ポジウム
12月７日（土）10:00～16:50

場所：信州大学理学部C棟２階大会議室（松

本市旭３-１-１）

http://ims.shinshu-u.ac.jp/documents/

2013/event2013.html#131207

○地質学史懇話会
12月23日（月・祝）13:30～

場所：北とぴあ803号室（東京都北区王子）

・長田敏明「戦前の満州の科学博物館の活動

について（仮）」

・小野田滋「地質工学の開拓者・渡辺貫とそ

の周辺（仮）」

2014年
月　January

○日本古生物学会第163回例会
2014年１月24日（金）～26日（日）（予定）

場所：兵庫県立人と自然の博物館

http://www.palaeo-soc-japan.jp/

月　March
○恐竜国際シンポジウム
2014年３月21日～23日

場所：福井県立大学・福井県立恐竜博物館

http://www.dinosaur.pref.fukui.jp/ADA/

月　April
○日本地球惑星科学連合2014年大会
2014年４月28日（月）～５月２日（金）

場所：パシフィコ横浜会議センター（横浜市

西区みなとみらい）

予稿集原稿投稿募集：2014年１月８日（水）

～２月12日（水）

http://www.jpgu.org/
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SMBCファイナンスサービス株式会社 

一般社団法人 日本地質学会 会 費 等 

1 8 4 7 6 0 0 0 0 0 0 0 0

蕁03-5444-1533　〒108-6350　東京都港区三田3－5－27

（不備返却先） 
　SMBCファイナンスサービス㈱決済ビジネス事務部 

（金融機関へのお願い） 

－預金口座振替規定－　※ゆうちょ銀行払いは除く。 

ゆうちょ銀行をご指定の場合は自動払込み規定が適用されます。 

法人の場合は、ゆうちょ銀行へお届けの社名、代表者　役名、氏名を省略せずご記入ください。 
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捨印 
ゆうちょ銀行を除く 

ゆうちょ銀行以外の銀行またはゆうちょ銀行のどちらか一方に記入して下さい。 

（金融機関用） 

SMBCファイナンスサービス株式会社 
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日本地質学会第120年学術大会（仙台大会）
プログラム

2013年9月14日（土）～16日（月・祝）
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